
１　自治体名

兵庫県

１　行政課題の分野 ２　支援施策の分類

環境 学び支援施策

４　事業者の協力を求める内容

解決に向けたアイデアの提供

３　行政課題に対する施策（事業）展開による対応状況と困っていること（課題）

　

４　企業・団体に「困りごと」解決に向けて連携や協力を求める内容

〇企業・団体には、特定外来生物対策を含む生物多様性保全活動について、若年層に届く効果的な情報発信や普及
啓発に協力いただきたい。
〇具体的には、企業・団体が有する広報ノウハウ、情報発信チャンネル、イベント運営力、教育・人材育成の知見等を
活用し、生物多様性保全や外来生物対策を、若者にとって身近で参加しやすい地域課題として伝える取組を期待し
ている。
〇これにより、若年層が地域の自然環境や生物多様性に関心を持ち、保全活動や外来生物対策に主体的・継続的に
関わる機運を醸成したい。あわせて、次世代の担い手育成や地域への愛着の醸成を図り、「生物多様性ひょうご戦
略」の推進につなげたい。

５　困りごとの解決・解消に向けた対応期間

来年度中（R9年度）に対応したい

６　解決・解消に要する費用に対する考え方 ７　補足資料の有無

予算措置の検討余地あり なし

若年層の生物多様性保全への関心・参加が低く、企業等の発信力で普及啓発と継続的な担い手育成を進めたい。

２　現状の行政課題

〇本県では、「生物多様性ひょうご戦略」に基づき、生物多様性の保全と持続可能な利用に向けた取組を進めてい
るが、その推進には次世代の担い手育成が不可欠である。
参考URL：https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk20/biodiversity_hyogo.html
〇一方で、若年層における生物多様性への認知や関心は十分とは言えず、保全活動への参加も限定的であること
から、将来の担い手確保が課題となっている。
〇このため、生物多様性保全を地域課題として若者に分かりやすく伝え、継続的な参加につなげる仕組みを構築す
る必要がある。若者の地域参画と生物多様性保全を一体的に促進し、地域創生と生物多様性保全の好循環を生み
出すことが求められている。

〇当課では、「ひょうごの生物多様性保全プロジェクト」の選定・支援を通じて、生物多様性保全活動の推進と、担い
手の育成・拡大に取り組んでいる。また、特定外来生物対策として、「Hyogoクビアカツヤカミキリ見張り隊」や「ク
ビアカツヤカミキリ出前講座」等を実施し、県民参加による早期発見・早期防除を進めている。
参考URL：https://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/jp/environment/leg_240/leg_291
〇しかしながら、これらの取組における若年層の参加は限定的であり、参加した場合でも単発的な関与にとどまり、
継続的な活動参加につながりにくい状況にある。また、生物多様性保全や外来生物対策が、地域の自然環境や暮ら
しを守る身近な地域課題の解決につながる取組として、若年層に十分認識されていないことも課題である。
〇さらに、行政単独では、若年層の関心を高め、継続的な参加につなげるための効果的な情報発信や参加促進の仕
組みづくりに限界がある。このため、企業・団体等の多様な主体と連携し、それぞれの強みを活かした取組を強化す
る必要がある。

１　困りごとと事業者に期待する内容（要約）　

小学生（６～１２歳）以上

ひょうごSDGs公民連携ミーティング　困りごとシート
テーマ　「地域創生に向けた若者・Z世代の応援」

２　関係部署名

環境部 自然鳥獣共生課

３　対象とする世代

困りごとQ


